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	stepが
	大切にしていること
	STEPでは、一人ひとりを「支援が必要な子」ではなく、「かけがえのない一人の子ども」として大切にしています。
	私たちは、「できる・できない」で判断するのではなく、「なぜ難しいのか」「どのような支援があればできるのか」という視点で、お子さまの成長を支えます。
	運動や遊びを通して…
	身体・感覚・認知・ことば・社会性を育み、園や家庭など日々の生活で「できた！」が増えることを目指しています。


	ご利用案内
	🌸対象🌸
	3歳〜就学前のお子さま
	児童発達支援受給者証をお持ちの方
	※他園に通園中のお子さまもご利用いただけます。

	🌸プログラム🌸
	＊午前9:00～12:00
	（療育内容によって時間は変更）
	　園生活支援・個別療育
	　保育所等訪問支援
	＊午後
	①14：30～15：30
	②16：00～16：50
	　運動療育・小集団療育・就学前支援
	　コミュニケーション支援
	※上記の時間以外は応相談


	stepの支援内容
	🌸運動療育🌸
	マット・平均台・跳び箱・サーキット運動
	・ボール遊びなどを通して…
	＊姿勢や体幹を育てる
	＊身体の使い方を学ぶ
	＊バランス能力を高める
	＊集中力や感覚を育てる
	🌸個別・小集団療育🌸
	＊コミュニケーション支援
	＊就学前支援、学習支援
	＊ルール遊び
	5領域に基づく支援をおこなっています。

	◎ 健康・生活
	◎ 運動・感覚
	◎ 認知・行動
	◎ 言語・コミュニケーション
	◎ 人間関係・社会性

	保育所等訪問支援
	🌸保育所等訪問支援🌸
	保育所・こども園などへ専門職が訪問し、
	お子さまが園生活に安心して参加できるよう
	支援します。
	① 園での様子を確認
	遊び・集団活動・生活場面などを観察します。
	② 園の先生と一緒に考える
	関わり方や環境の工夫、具体的な支援方法を
	共有します。
	③ ご家庭ともつなぐ
	園での支援内容を保護者とも共有し、生活全体での支援につなげます。
	園での様子を確認しながら、
	・活動参加
	・給食
	・着替え
	・排泄
	・友達との関わり
	　などをサポートし、園の先生や保護者の方と　
	　情報を共有します。
	🌸保護者支援🌸
	・日々のフィードバック
	・定期面談
	・発達相談
	・家庭でできる取り組みの提案
	　お子さまの成長を一緒に考えます。
	利用料金
	世帯所得
	利用料金
	🌸ご利用の流れ🌸
	児童発達支援・保育所等訪問支援
	step
	TEL：080-9411-7301



	児童発達支援・保育所等訪問支援

	step
	「簡単なことを正確に」


